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『徒
然
草
』
第
二
十
八
段
に
お
け
る

「荘
子
」
受
容
考

―
―

「智
」
を
手
懸
り
と
し
て
―
―

は
じ
め
に

『徒
然
草
』
第
二
十
八
段
は
、
名
利
の
こ
と
を
中
心
に
述
べ
た
章
段
で
あ

る
。
こ
の
段
に
お
い
て
、
兼
好
は
、
始
め
に
名
利
に
使
わ
れ
て
、
閑
か
な
る

暇
も
な
く
、　
一
生
を
苦
し
め
る
人
間
の
愚
か
さ
を
指
摘
し
、
最
後
に

「万
事

は
皆
非
な
り
」
と
い
っ
て
、
仏
教
的
無
常
観
の
立
場
か
ら
名
利
を
求
め
る
行

為
を
否
定
す
る
。
そ
の
中
で
人
間
の

「智
」
と
い
う
も
の
を
と
り
あ
げ
、
し

か
も
、
主
と
し
て

『荘
子
』
に
お
け
る
重
要
な
思
想
を
援
用
し
て
否
定
す
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
掲
示
し
た
の
は
、
そ
の
関
連
の
あ
る
部
分
で
あ
る
。

但
し
、
強
ひ
て
智
を
求
め
、
賢
を
願
ふ
人
の
た
め
に
言
は
ば
、
智
恵

出
で
て
は
、
偽
り
あ
り
、
才
能
は
煩
悩
の
増
長
せ
る
な
り
。
伝
へ
て
聞

き
、
学
び
て
知
る
は
、
ま
こ
と
の
智
に
あ
ら
ず
。
い
か
な
る
を
か
智
と

い
ふ
べ
き
。
可
―
不
可
は
■
條
な
り
。
い
か
な
る
を
か
善
と
い
ふ
。
劃
「

ｄ
ｄ
倒
川
日
＝
割
副
潤
ｄ
Ｎ
潤
樹
刑
烈
Ｎ
引
剰
測
「
『
Ｊ
倒
倒
到
ｕ
。
誰

か
知
り
、
誰
か
伝
へ
ん
。
こ
れ
、
徳
を
隠
し
、
愚
を
守
る
に
は
あ
ら
ず
。

陳

乗

珊

本
よ
り
、
賢
愚

・
得
失
の
境
に
を
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

傍
線
で
示
し
た
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『荘
子
』
。
斉
物
論
篇
の

「方
可
方

不
可
、
方
不
可
方
可
。
因
是
因
非
、
因
非
因
是
。
是
以
聖
人
不
レ
由
而
照
二
之

干
天
己
、
逍
遥
遊
篇
の

「至
人
無
レ
己
、
神
人
無
レ
功
、
聖
人
無
レ
名
」
を
典

拠
と
し
て
い
る
。
『荘
子
』
に
お
い
て
、
「斉
物
論
」
は
、
荘
子
の
認
識
論
を

表
す
重
要
な
思
想
で
あ

っ
て
、
「真
人
」
は
こ
の
思
想
の
実
践
者
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
兼
好
は
、
荘
子
思
想
の
中
枢
の
部
分
に
依
拠
し
て
、
「智
」
を
否

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『荘
子
は
』
に
お
い
て

「知
」
と
は
、
も

っ
と
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る

言
葉
で
あ
る
。
『荘
子
』
に
お
け
る

「知
」
は
、
「
認
知
」、
「知
識
」
の
ほ
か
、

「智
」
と
同
じ
意
味
を
表
す
場
合
も
あ
る
が
、
実
際
に
は
じ
め
て

「智
」
と

い
う
語
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
の
は
、
成
玄
英
の
疏
な
の
で
あ
る
。
成
玄
英
の

疏
は
、
郭
象
の
注
に
つ
け
た
も
の
で
、
こ
の
注
釈
書
が

『南
華
真
経
注
疏
』

と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
成
玄
英
の
疏
に
つ
い
て
、
藤
原
佐
世
撰
述
の

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に

「荘
子
疏
十
巻

（西
華
寺
法
師
成
英
撰
こ

と
記



さ
れ
て
あ
り
、
『
東
福
寺
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』
に
お
け
る

「荘
子
疏
十
巻
」
も
、
成
玄
英
の
疏
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
“
。
仏
教
の
教
理

に
よ

っ
て
、
荘
子
の
思
想
を
解
釈
す
る
と
こ
ろ
は
、
成
疏
の
特
徴
で
あ
る
の

で
、
そ
の

（
疏
彙
、
仏
教
用
語
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
「
智
」
も
そ
の
中

の

一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
第
二
十
八
段
に
お
け
る

「智
」
を
手
懸
り
に
、

成
玄
英
の
疏
に
着
目
し
て
、
兼
好
が
荘
子
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て

い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一

『徒
然
草
』
に
お
け
る

「
智
」
と

「
荘
子
疏
」
に
お
け
る

無
常
思
想

『徒
然
草
』
第
二
十
八
段
に
お
い
て
は
、
兼
好
の
統

一
的
主
題
と
見
ら
れ

る
仏
教

（
的
颯
常
感
が
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
名
聞
否
定
の
有
力
な
契
機
と

な

っ
て
い
る
。
兼
好
が
人
間
の

「
智
」
と
い
う
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を

否
定
す
る
の
も
勿
論
無
常
と
関
連
が
あ
る
が
、
こ
の

「智
」
に
つ
い
て
は
、

主
と
し
て
荘
子
の
思
想
を
踏
ま
え
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
兼
好
が
理

解
し
た
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
関
係
す
る
荘
子
の
思
想
を
確
認
し
て
お

こ
・つ
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「斉
物
論
」
は
荘
子
の
認
識
論
を
表
す
重
要
な

思
想
で
あ
る
。
斉
物
と
は
文
字
通
り
、
物
を
斉
し
く
見
る
こ
と
で
あ
る
。
人

間
が
物
事
を
考
え
る
時
、
是
非

・
善
悪

・
大
小
と
い
っ
た
価
値
の
差
別
を

つ

け
、　
〓
一一口
で
一言
え
ば
、
可

・
不
可
で
物
事
を
判
断
す
る
が
、
荘
子
は
、
こ
の

可

・
不
可
を
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
傷

つ
け
る
人
為
的
な
も
の
と
し
て
批
判

し
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
に
は
い
か
な
る
差
別
も
な
く
、
す
べ
て
斉
し
い
と

主
張
す
る
。
荘
子
が

「斉
物
論
」
を
説
く
背
景
に
は
、
世
俗
の
痛
ま
し
い
現

実
に
対
し
て
の
透
徹
し
た
観
察
が
あ
る
。

（荘
）

一
受
二
其
成
形
ヽ
不
レ
亡
以
待
レ
蓋
。
興
レ
物
相
刃
相
靡
、
国
＝
目

囲
□
四
。
而
莫
二
之
能
止
「
不
二
亦
悲
・乎
。
終
身
役
役
、
而
不
レ
見
二
其

成
功
「
茶
然
疲
役
、
而
不
レ知
二其
所
フ婦
。
可
レ
不
レ
哀
邪
。
２

た
び
其

の
環
務
を
受ぅ
く
れ
ば
、
亡
び
ざ
る
も
話
く
る
を
待ま
つ。
物
と
構
理
し
欄

酔
せ
ば
、
其そ
の
デ
ィ
静
く
る
こ
と
懸
す
る
が
妊
く
に
し
て
、
ム
を
静
く

雌
む
る
莫な
し
。
残
撚
し
か
ら
ず
や
。
縦
フ駄
従
従
と
し
て
ヽ
其そ
の
環
珈

を
見みず
。
恭
だ
と
し
て
疲ひ篠
し
て
、
其そ
の
詐
す
生
離
ゲ
知し
ら
ず
。メ
計

ざ
る
可べ
け
ん
や
。
）

こ
れ
は
、
斉
物
論
篇
か
ら
挙
げ
た
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
荘
子
は
、
世

俗
の
人
間
が
物
事
に
翻
弄
さ
れ
、
そ
の
命
が
す
り
減
ら
さ
れ
て
、
馬
が
馳
せ

る
よ
う
に
速
や
か
に
尽
き
果
て
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
荘
子
』
に
お
い
て
、
「
馬
が

馳
せ
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
人
生
が
過
ぎ
る
速
や
か
さ
を
讐
え
る
の
は
、　
一
つ

の
特
色
で
あ
る
。
知
北
遊
篇
に

（荘
）
人
生
二
天
地
之
間
ヽ
若
二
白
駒
之
過
フ
郁
、
忽
然
而
己
。
（人
の
天

地ち
の
配
に
生、、く
る
は
、
餃
駒く
の
鋼
を
過す
ぐ
る
が
れ
く
、
径
だ
た
る
の

み
。
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
荘
子
は
白
い
若
馬
が
隙
間
を
す
ば
や
く
走
り
す
ぎ
る

よ
う
に
、
人
生
は
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
関

連
し
て
、
鈴
木
修
次
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
荘
子
』
は
、
時
間

。
空
間
を
超
越
し
た
世
界
の

「逍
蓬
遊
」
を
説
く



の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の

一
生
な
ど
は
そ
の
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
ま

さ
し
く

一
瞬
で
し
か
な
い
と
観
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
自
体

の
中
に
は
、
現
象

。
現
実
は
す
べ
て
無
常
で
あ
り
、
は
か
な
い
も
の
で

あ
る
と
す
る
底
の
ぬ
け
た
無
常
意
識
が
あ
る
。

無
常
と
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
仏
教
思
想
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、

『
荘
子
』
と
仏
教
は
、
思
想
的
に
全
く
違
う
二

つ
の
流
れ
で
あ
る
の
で
、
『
荘

子
』
本
文
に
お
け
る
無
常
思
想
は
勿
論
仏
教
と
関
係
な
く
発
生
し
た
も
の
で

あ
る
。
斉
物
論
篇
に
お
い
て
、
荘
子
が
、
ヨ

受
二
其
成
形
ヽ
不
レ
亡
以
待
レ
轟
。

興
レ
物
相
刃
相
靡
、
其
行
蓋
如
レ
馳
。
而
莫
二
之
能
止
「
不
二
亦
悲

・乎
」
と
述

べ
た
背
景
に
も
、
こ
う
い
う
無
常
意
識
が
根
底
に
あ
る
の
で
あ
る
。

成
玄
英
の
斉
物
論
疏
は
、
荘
学
史
上
に
お
い
て
仏
語
を
援
用
し
た
最
初
の

（
６
）

も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
成
玄
英
は

「
凡
情
」
と

「
道
智
」
を
比
較
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
荘
子
の

「
忘
是
非
」
を

「
聖
智
」
に
、
「成
心
」
（滞
是
非
）

を

「
凡
情
」
に
解
釈
す
る
の
で
、
仏
教
の
無
常
空
幻
の
思
想
に
依
拠
し
て
解

釈
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
次
は
荘
子
の
斉
物
論
を
表
し
た
も

っ
と

も
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

（荘
）
今
且
有
曇
一Ｆ
於
此
ヽ
不
レ
知
・■
盆
″
是
類
乎
。
其
興
Ｌ
疋
不
レ
類

乎
つ
類
興
レ
不
レ
類
、
相
興
為
レ
類
、
則
興
レ
彼
無
二
以
異

・夫
。
（中
略
）

夫
大
道
不
レ
稗
、
大
辮
不
曇
』
、
大
仁
不
レ
仁
、
大
廉
不
レ
味
、
大
勇
不
レ

伎
。
（今
且
り
に
此
に
言
ふ
こ
と
有
ら
ん
。
其
の
是
と
類
す
る
か
、
其

の
是
と
類
せ
ざ
る
か
を
知
ら
ず
。
類
す
る
と
類
せ
ざ
る
と
は
、
相
興
”

そ、
相
嶼
箕

こ
こ
で
、
荘
子
は
、
言
葉
と
い
う
も
の
は
言
お
う
と
し
て
い
る
事
実
に
接

近
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
接
近
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
、
正
確
に
事
実

を
表
現
し
て
い
な
い
点
か
ら
言
え
ば
、
結
局
似
た
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ
た

後
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、　
一
連
の
相
反
概
念
を
並
べ
て
、
斉
物
論
を
説

い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
成
玄
英
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

（成
疏
）
類
者
、
輩
徒
相
似
之
類
也
。
但
群
生
愚
迷
、
滞
レ
是
滞
レ
非
。

今
論
乃
欲
下
反
二
彼
世
情
ヽ
破
中
弦
迷
執
Ｆ
故
仮
且
説
二
無
Ｌ
疋
無
レ
非
、
則

用
為
二
真
道
「
（中
略
）
夫
玄
悟
之
人
、
霊
達
昌
日
□

ヽ
知
二
萬
境
圃

［四
ヽ
無
二
一
可
●
貪
。
物
我
倶
空
、
何
所
二
遜
譲
「

「玄
悟
の
人
」
は
、
『荘
子
』
に
お
け
る

「真
人
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
成

玄
英
は
、
そ
う
い
う
人
物
が
空
有
を
壼
達
し
、
萬
境
の
虚
幻
を
知
り
、
貪
る

可
き
は

一
つ
も
無
い
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
仏
教
的
無
常
観
に
よ

っ
て
解
釈

し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
荘
子
が
斉
物
論
を
説
く
背
景
に
は
、
そ
の

無
常
思
想
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
成
玄
英
の
解

釈
も
、
も
ち
ろ
ん
荘
子
の
無
常
思
想
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

成
疏
に
現
わ
れ
た
無
常
思
想
は
荘
子
固
有
の
無
常
思
想
と
仏
教
の
無
常
思
想

と
の
融
合
だ
と
い
え
よ
う
。

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
無
常
観
に
つ
い
て
、
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る

『
寿

命
院
抄
』
は
、
そ
の
冒
頭
部
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

兼
好
得
道
ノ
大
意

ハ
、
儒
釈
道
ノ
三
ヲ
兼
備

ス
ル
者
欺
。
草
子
ノ
大
体

ハ
、
清
少
納
言
枕
草
紙

ヲ
模
シ
、
多
ク
ハ
源
氏
物
語
ノ
詞
ヲ
用
。
作
意

ハ
、
老
仏
ヲ
本
ト
シ
テ
、
無
常
ヲ
観
シ
名
聞
ヲ
離
レ
、
専
ラ
無
為
ヲ
楽



ン
事
を
勧
メ
、
傍
ラ
節
序
ノ
風
景
ヲ
翫
ヒ
、
物
ノ
情
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
者

乎
。

傍
線
で
示
し
た
の
は
、
『
徒
然
草
』
の
作
意
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
、
老
荘
と
仏
教
を

一
緒
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
、
兼
好
が
無
常
を
感

じ
、
名
聞
を
離
れ
、
無
為
を
楽
し
む
事
を
勧
め
る
根
拠
と
し
て
い
る
。
第
二

十
八
段
に
お
い
て
、
兼
好
は
そ
の
仏
教
的
無
常
観
に
よ

っ
て
、
名
利
を
否
定

し
、
そ
の
な
か
で

「智
」
と
い
う
も
の
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

を

『
荘
子
』
に
お
け
る

「斉
物
論
」
、
「真
人
」
の
思
想
を
踏
ま
え
て
否
定
す

る
の
は
、
仏
教
的
無
常
観
を
取
り
入
れ
て
、
荘
子
の
思
想
を
解
釈
し
た
成
玄

英
の
疏

へ
の
共
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一

『徒
然
草
』
に
お
け
る

「
智
」
と

「
荘
子
疏
」
に
お
け
る

「
知
」
の
解
釈

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
『
徒
然
草
』
第
二
十
八
段
に
お
け
る

「
ま
こ
と

の
人
は
智
も
な
く
、
徳
も
な
く
、
功
も
な
く
、
名
も
な
し
」
と
い
う

一
句
は
、

そ
の
出
典
が

「
『
荘
子
』
。
逍
遥
篇

の

「
至
人
無
レ
己
、
神
人
無
レ
功
、
聖
人

無
レ
名
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
兼
好
の
説
い
た

「
ま
こ
と
の
人
」
は
、

『
荘
子
』
に
お
け
る

「真
人
」
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
。
兼

好
は

「
ま
こ
と
の
人
」
を
述
べ
る
中
で
、
ま
ず

「智
」
を
否
定
し
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。
成
玄
英
は

『荘
子
』
に
お
け
る

「真
人
」
を
解
釈
す
る
場

合
、
ま
ず

「
智
」
と
い
う
も
の
を
否
定
す
る
の
で
、
こ
こ
で
、
成
疏
に
お
け

る

「
真
人
」
の
解
釈
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

成
玄
英
疏
に
お
い
て
、
『
荘
子
』
に
お
け
る

「
真
人
」
は
、
聖
人
と
い
う

名
で
解
釈
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
『
南
華
真
経
注
疏
』
の
序
に
お
い
て
、
成

玄
英
は
聖
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

夫
無
待
聖
人
、
照
機
若
レ
鏡
、
既
明
品
□
園
□
日
□

ヽ
故
能
大
斉
二
於
萬

物
「

こ
こ
で
、
聖
人
た
る
者
が
、
万
物
を
区
別
せ
ず
に
、
斉
し
く
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
「権
賞
二
智
」
を
明
ら
か
に
す
る
か
ら
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
「権
智
」
と

「
賓
智
」
は
、
仏
教
用
語
と
し
て
も

っ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
言
葉
で
あ
る
。
成
玄
英
は
、
実
際
に

『荘
子
』
に
お
け
る

「真
人
」
に
つ

い
て
、
「権
智
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の

「賞
智
」
を
現
す
よ

う
に
解
釈
し
て
い
る
。
斉
物
論
篇
の
冒
頭
部
に
次
の
よ
う
な
寓
話
が
あ
る
。

（荘
）
南
郭
子
暴
隠
レ
几
而
坐
。
仰
レ
天
而
嘘
。
略
焉
似
レ
喪
・■
（網
“
顔

成
子
済
立
二
侍
乎
前
「
日
、
「何
居
乎
。
形
固
可
レ
使
レ
如
二
稿
木
ヽ
而
心

固
可
レ
使
レ
如
二
死
灰
・乎
。
今
之
隠
レ
几
者
、
非
五
日
之
隠
レ
几
者

一也
。
」

子
累
日
、
「
優
。
不
二
亦
善

・乎
、
而
間
レ
之
也
、
今
者
吾
喪
レ
我
。
汝
知
レ

之
乎
。
（後
略
と

（南

郭

子
暴
　
几
に
隠
り
て
坐
す
。
天
を
仰
い
で
嘘

す
。
嚇
影
と
し
て
ヽ
其そ
の
経
な
ゴ
ず
に
似‐こ
た
り
。
配
慮
子し
漏
、
敵
に
立た

ち
て
侍
す
。
曰
く
、
「
何
ぞ
や
。
形
は
固
よ
り
稿
木
の
如
く
な
ら
し
む

可
き
も
、

心

は
、
固
よ
り
死

灰
の
如
く
な
ら
し
む
可
け
ん
や
。
今
の

几
に
隠
る
者
は
昔
の
几
に
隠
る
者
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
子
暴
曰
く
、

「慨
よ
。
残
善ょ
か
ら
ず
や
、
諸
げ
れ
を
間と
ふ
や
。
年
は
乱
撚
な
ゴ
ぐ
り
。

汝

之
を
知
る
か
。
（後
略
と
）

荘
子
は
こ
こ
で
、
南
郭
子
然
と
い
う
人
を
、
道
を
体
得
し
た

「
真
人
」
と

し
て
登
場
さ
せ
て
、
無
為
自
然
を
説
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
成
玄
英
は
次



の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

（成
疏
）
子
暴
憑
レ
几
団
目
Ш
、
凝
レ
神
退
レ
想
、
仰
レ
天
而
歎
、
朝
日
引
団

然
、
離
レ
形
去
レ
智
、
略
焉
堕
レ
證
、
身
心
倶
遣
、
物
我
兼
Ｌ
心、
故
若
レ

喪
二
其
匹
偶
一也
。
（中
略
）
而
子
暴
囲
園
冊
Ш
曰
囲
悧
□
曰
回
、
而
子
遊

不
レ
悟
所
以
驚
疑
、
故
示
二隠
レ
几
之
能
ヽ
汝
頗
不
レ知
。

「坐
忘
」
と
い
う
語
は
、
も
と
も
と

『荘
子
』
に
あ
る
語
で
、
「形
を
離
れ
、

知
を
去
る
」
こ
と
が
そ
の
基
本
で
あ
る
が
、
成
疏
に
お
い
て
は
、
仏
教
用
語

（
９
）

と
関
連
付
け
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
成
玄
英
は

「坐
忘
」
と
い
う

言
葉

で
、
南
郭
子
素
の
状
態
を
表
し
、
そ
し
て
そ
の
状
態
を

「境
」
と

「智
」
を
忘
れ
、
「物
」
と

「我
」
を
絶

つ
こ
と
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
の

で
、
「智
」
が

「権
智
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
成
玄
英
は
、

こ
の

「権
智
」
を
意
味
す
る

「智
」
と

「境
」
を

一
緒
に
取
り
上
げ
る
こ
と

が
多
い
。

『荘
子
』
。
秋
水
篇
は
、
「斉
物
論
」
に
関
連
の
あ
る
記
述
が
多
い
章
で
あ

る
。
こ
の
章
お
い
て
、
荘
子
は
、
人
間
の
知

っ
て
い
る
こ
と
を
比
較
し
て
み

る
と
、
知
ら
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
と
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（荘
）
計
二
人
之
所

，
知
、
不
レ
若
二
其
所
レ
不
レ
知
、
其
生
之
時
、
不
レ
若
二
未

レ生
之
時
つ
以
・登
（至
小
一求
レ
窮
・■
（至
大
之
域
“
是
故
迷
乳
而
不
レ
能
ニ

自
得
・也
。
（人
の
知
る
所
を
計
る
に
、
其
の
知
ら
ざ
る
所
に
若
か
ず
、

其
の
生
く
る
の
時
、
未
だ
生
れ
ざ
る
の
時
に
若
か
ず
。
其
の
至
小
を
以

て
し
て
、
其
の
至
大
の
域
を
窮
め
ん
こ
と
を
求
む
。
是
の
故
に
迷
乳
し

て
自
得
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
）

傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
荘
子
は
、
人
間
が
限
ら
れ
た
知
恵
に
よ
っ
て
、

絶
大
な

「物
」
の
世
界
を
知
り
尽
く
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
迷
い
み
だ
れ
て

自
分
の
満
足
が
得
ら
れ
な
い
の
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
成
玄
英
疏

と
先
行
の
郭
象
註
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

（郭
注
）
所
知
各
有
レ
限
也
。
生
時
各
有
レ
年
也
。
莫
レ
若
レ
安
二
於
所
レ
受

之
分
一而
己
。

（成
疏
）
至
小
、
智
也
。
至
大
、
境
也
。
夫
以
二
圏
□
円
圏
Ш
日

ヽ
求
二

無
レ
窮
之
大
境
「
而
無
レ
窮
之
境
未
レ
周
、
圏
□
旧
圏
園
己
喪
。
是
故
終

身
迷
。
返
レ
本
無
レ
由
、
喪
レ
己
企
レ
物
、
而
不
二
自
得

一也
。

郭
象
が

『
荘
子
』
に
お
け
る

「知
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
解
釈
す
る
の

に
対
し
て
、
成
玄
英
は
、
『
荘
子
』
の

「
至
小
」
、
「
至
大
」
と
い
っ
た
概
念

を
そ
れ
ぞ
れ
、
「智
」
、
「境
」
に
解
釈
し
、
人
間
が
限
り
の
あ
る
智
を
持

っ

て
、
限
り
の
な
い
欲
望
の
世
界
を
求
め
る
な
ら
、　
一
生
迷

っ
て
、
自
得
で
き

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
斉
物
論
篇
の
冒
頭
部
の
寓
話
の
解
釈
と

同
じ
よ
う
に
、
「智
」
と

「
境
」
に
よ

っ
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
「有
限
之

小
智
」
、
「
有
限
之
智
」
は
や
は
り
、
仏
教
の

「権
智
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ

る
。
成
玄
英

は
、
『
荘
子
』
に
お
け
る

「知
」
と

い
う
言
葉
を
、
仏
教

の

「
智
」
を
も

っ
て
解
釈
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
養
生
主
篇
に
、
荘
子
は

（荘
）
吾
生
也
有
レ
涯
、
而
□

也
無
レ
涯
、
以
レ
有
レ
涯
随
レ
無
レ
涯
、
殆
己
。

（吾
が
生
や
涯

有
り
て
、
知
や
涯

無
し
。
涯

有
る
を
以
て
涯

無
き
に

随

へ
ば
、
殆
き
の
み
）

と
説
く
。
こ
れ
は
人
生
の
限
り
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
こ
と
の
限
り
な
さ

に
比
較
し
て
述
べ
た
も
の
で
、
荘
子
の
認
識
論
の
な
か
で
、
も

っ
と
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る

一
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
郭
象
と
成
玄
英
は
次
の
よ



う
に
解
釈
す
る
。

（郭
注
）
所
レ
稟
之
分
、
有
レ
極
也
。
（中
略
）
以
二
有
レ
限
之
性
「
尋
二
無
レ

極
之
知
ヽ
安
得
而
不
レ
困
哉
。

（成
疏
）
涯
　
分
也
。
夫
生
也
受
レ
形
之
載
、
稟
二
之
自
然
ヽ
愚
智
脩
短
、

各
有
二
涯
分
ヽ
而
知
レ
止
守
レ
分
、
不
レ
蕩
二
於
外

・者
、
養
生
之
妙
也

（中

略
）
所
レ
稟
形
性
、
各
有
二
限
極
ヽ
而
分
別
之
智
。
御
レ
物
無
レ
涯
。
遂
チ

使
心
困
形
労
「
（中
略
）
夫
生
也
有
レ
限
、
智
也
無
レ
涯
。
是
以
用
二
有
レ

限
之
生

・尋
ニ
ロ
ロ
円
圏
圃
ヽ
故
形
労
神
弊
而
危
殆
者
也
。

郭
象
は
、
「有
限
之
性
」
に
よ

っ
て
、
人
生
の

「
有
涯
」
を
解
釈
し
、
「無

極
之
知
」
に
よ

っ
て
、
人
間
の
知
る
べ
き
こ
と
の

「無
涯
」
を
解
釈
し
て
い

る
。
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
成
玄
英
も
、
「
所
稟
形
性
、
各
有
限
極
」
と

い
っ
て
、
郭
注
を
踏
ま
え
て

「性
」
に
よ
る
限
界
を
指
摘
す
る
が
、
郭
注
と

違

っ
て
、
人
間
の
知
る
べ
き
こ
と
を

「
無
極
之
智
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

つ

ま
り
、
人
間
は
そ
の
人
生
が
限
ら
れ
て
い
る
の
に
、
物
を
求
め
る

「分
別
の

智
」
に
限
り
が
な
い
の
で
、
心
身
と
も
疲
弊
し
て
危
う
く
な
る
の
だ
と
述
べ

て
い
る
。
成
玄
英
は
こ
の
よ
う
に

「
分
別
の
智
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
荘
子
の

「斉
物
論
」
を
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』
第
二
十
八

段
の

「
可

・
不
可
は

一
条
な
り
」
の
出
典
と
さ
れ
る

『荘
子
』
・
斉
物
論
篇

の

「
方
可
方
不
可
、
方
不
可
方
可
。
因
是
因
非
、
因
非
因
是
。
是
以
聖
人

不
レ
由
而
照
二之
干
天
こ

の
解
釈
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

（成
疏
）
天
、
自
然
也
。
聖
人
達
悟
、
不
二
由
是
得

，
非
、
直
置
二
虚
凝
ヽ

照
以
高
□
圏
圏
圃
「
只
因
二
此
是
非

一而
得
無
レ
非
無
Ｌ
疋
。

こ
こ
で
、
成
玄
英
は
、
聖
人
が
是
非

の
区
別
を

つ
け
な
い
の
は
、
そ
の

「
自
然
之
智
」
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
『南
華
真
経
注
疏
』
の
序
に
お
い
て
、
成
玄
英
は
、
「
権
費
二
智
」
を

取
り
上
げ
て

「
聖
人
」
を
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

「自
然
之
智
」
は
も

ち
ろ
ん
、
「賞
智
」
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
十
八
段
に
お
い
て
、
兼
好
は
名
利
な
ど
を
追
い
求
め
て
、　
一
生
を
苦

じ
め
る
愚
か
さ
を
批
判
し
、
そ
の
中
で
人
間
の

「智
」
と
い
う
も
の
を
取
り

上
げ
て
否
定
す
る
。
仏
教
の

「権
賞
二
智
」
か
ら
言
え
ば
、
否
定
し
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
欲
望
に
駆
使
さ
れ
て
物
を
求
め
る

「
権
智
」
で
あ
る
。

兼
好
は
、
そ
れ
を
主
と
し
て
荘
子
の

「斉
物
論
」
、
そ
れ
を
実
践
す
る

「
真

人
」
の
思
想
を
ふ
ま
え
て
否
定
し
て
い
る
が
、
以
上
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
荘
子
本
文
よ
り
成
玄
英
の
疏
に
よ
る
と
こ
ろ
が
も

っ
と
も
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。

一二

『徒
然
草
』
に
お
け
る

「
智
」
と

「
荘
子
疏
」
に
お
け
る

「
真
」
の
解
釈

『
徒
然
草
』
第
二
十
八
段
に
お
い
て
、
兼
好
は
、
荘
子
の
思
想
を
踏
ま
え

て

「智
」
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
「伝

へ
て
聞
き
、
学
び
て
知
る
は
ま
こ

と
の
智
に
あ
ら
ず
。
」
と
い
っ
て
、
「
ま
こ
と
の
智
」
に
も
触
れ
て
い
る
。
こ

の

「
ま
こ
と
の
智
」
は
、
伝
聞

・
学
問
を
否
定
し
た
上

で
述

べ
た
も
の
で

あ

っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

『
荘
子
』
・
大
宗
師
篇
の

「
且
有
員

人
、
而
後
有
真
知
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
智
」

と
の
関
連
性
か
ら
見
れ
ば
、
『
荘
子
』
本
文
よ
り
、
や
は
り
成
玄
英
の
疏
と

一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
こ
で
、
「学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
に
注
目



し
て
、
成
疏
と
の

一
致
性
を
述
べ
て
み
よ
う
。

荘
子
は
、
無
為
自
然
を
説
く
た
め
に
、
「学
ぶ
」
と
い
う
人
為
的
な
も
の

を
否
定
す
る
。
荘
子
か
ら
見
れ
ば
、
人
間
が
自
然
の
本
性
を
歪
曲
し
、
物
事

に
対
し
て

「
是
非

・
善
悪
」
と
い
う
よ
う
な
区
別
を

つ
け
る
の
は
、
知
識
と

い
う
も
の
を
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。
徳
充
符
篇
に
次
の
よ
う
な
寓
話
が
あ
る
。

（荘
）
魯
有
二
死
者
叔
山
無
趾
「
踵
見
二
仲
尼
“
（中
略
）
孔
子
日
、
「
弟

子
勉
レ
之
。
夫
無
趾
几
者
也
。
猶
務
レ
學
以
復
コ
補
前
行
之
悪
“
而
況
全

徳
之
人
乎
。
」
無
趾
語
二
老
珊

一日
、
「
孔
丘
之
於
二
至
人
ヽ
其
未
耶
。
彼

何
賓
賓
以
昌
曰
レ
子
篤
。
彼
且
レ
薪
下
以
二
諏
詭
幻
怪
之
名

一聞
´
不
レ
知
三

至
人
之
以
レ
是
為
二
己
栓
桔

一邪
。
」
老
珊
日
、
「胡
不
丁
直
使
丙
彼
以
二
死
、

生

一篤
三

條
「
以
二
可

・
不
可

一篤
三

貫

一者
、
解
乙
其
橿
桔
甲
、
其
可

乎
。
」
無
珊
止
日
、
「
天
刑
レ
之
、
安
可
レ
解
」
（魯
に
几
者

叔

山
無
趾
有

り
。
蹴
つ
き
で馘
一勝
に
態
ゆ
。
（中
略
）
Ｌ
子し
鴎
く
、
「新
子し
よ
、
ふ

を
勉
め
よ
。
夫
れ
無
趾
は
死
者
な
り
。
猶
ほ
學
を
務
め
、
以
て
前
行
の

ま
を
微
静
せ
ん
と
す
。
耐
る
を
ぶ
ぽ
釧
彼
の
足
を
や
」
と
¨
無む趾し
若
職

に
語
り
て
曰
く

「
孔
丘
の
至
人
に
於
け
る
や
、
其
れ
未
だ
し
き
か
。
彼

何
ぞ
賓
賓
と
し
て
子
に
學
ぶ
こ
と
を
以
て
す
る
や
。
彼
は
且
に
諏

詭

幻

怪
の
名
を
以
て
聞
ゆ
る
を
薪
め
ん
と
す
。
至
人
の
是
を
以
て
己
の

極
格
と
篤
す
を
知
ら
ざ
る
か
」
と
。
老
珊
曰
く
、
「胡
ぞ
直

彼
の
死

・

生
を
以
て

一
條
と
用
し
、
可

・
不
可
を
以
て

一
貫
と
篤
す
者
を
し
て
、

其

の
極
格
を
解
か
し
め
ざ
る
、
其
れ
可
な
ら
ん
か
」
と
。
無
趾
曰
く

「
天
之
を
刑
す
。
安
く
ん
ぞ
解
く
可
け
ん
や
」
と
。
）

傍
線
で
示
し
た
の
は
、
『
徒
然
草
』
第
二
十
八
段
の

「
可

・
不
可
は

一
條

な
り
」
の
も
う

一
つ
の
出
典
と
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
寓
話
の
中
で
、

荘
子
は
叔
山
無
趾
と
い
う
架
空
の
人
物
を
借
り
て
、
学
問
に
励
む
孔
子
を
厳

し
く
批
判
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
成
玄
英
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

（成
疏
）
夫
玄
徳
之
人
、
窮
レ
性
極
レ
妙
、
日
□
日
囮
日
国
日
岡
□
口
□
四
、

而
仲
尼
執
二
滞
文
字
ヽ
専
行
二
聖
述
「
（中
略
）
彼
之
仲
尼
、
行
於
聖
述
。

所
レ
學
二
奇
橘
怪
異
之
事
ヽ
唯
求
二
虚
妄
幻
化
之
名
「
不
レ
知
下
方
外
体
道

至
人
、
用
二
此
声
教
ヽ
為
中
己
　
枷
鎖
上
也
。

「玄
徳
之
人
」
は
、
荘
子
の

「真
人
」
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
が
、
成
玄

英
は
、
「玄
徳
の
人
は
、
言
語
文
字
を
忘
れ
、
學
間
を
絶
ち
、
性
に
従

っ
て

知
を
持

つ
も
の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
「知
」
は
、
荘
子
の

「
真
知
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
コ
ど

と
い
う

一
語
に
注
目
し
て
み
た
い
。
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
境
智
両
忘
、
能
所
双
絶
」
と
い
う
言
葉
は
、　
成
玄
英

が
、
荘
子
の

「坐
忘
」
を
仏
教
の
教
理
に
結
び

つ
け
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
コ
ど

と
い
う
語
を
使

っ
て
、
喜
己

「学
」
を
否
定
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
成
玄
英

は
、
コ
こ

と

「
学
」
を
仏
教

の

「権
智
」
と
同
様

に

扱

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
次
の
養
生
主
篇
の
解
釈
を
見
れ
ば
、

い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（荘
）
鶯
レ
善
無
レ
近
レ
名
、
篤
レ
悪
無
レ
近
レ
刑
。
縁
レ
督
以
篤
レ
経
、
可
二
以

保
●
身
、
可
二
以
全

，生
、
可
二
以
養

，
親
、
可
二
以
蓋
●
年
。
釜
口を
篤
す
も

名
に
近
づ
く
無
く
、
悪
を
篤
す
も
刑
に
近
づ
く
無
く
、
督
に
縁
る
を
以

て
経
と
篤
せ
ば
、
以
て
身
を
保

つ
可
く
、
以
て
生
を
全
う
す
可
く
、
以

て
親
を
養
ふ
可
く
、
以
て
年
を
き
く
す
可
し
。
）

荘
子
は
、
こ
こ
で
、
善
い
こ
と
を
行

っ
た
と
し
て
も
世
間
の
評
判
に
な
ら



な
い
よ
う
に
し
、
悪
い
こ
と
を
行

っ
た
と
し
て
も
刑
罰
に
触
れ
な
い
よ
う
に

し
て
、
い
ず
れ
に
も
偏
ら
ず
に
自
己
の
内
な
る
も
の
を
守
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

養
生
の
道
を
全
う
す
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
成
玄
英
は
次
の

よ
う
に
解
釈
す
る
。

（成
疏
）
故
為
レ
善
也
無
レ
不
レ
近
二
乎
名
誉
ヽ
為
レ
悪
也
無
レ
不
レ
隣
二
乎
刑

致
「
是
知
囚
囲
園
□
日
未
レ
足
三
以
救
昌
団
回

ヽ
適
有
下
疲
二
役
心
霊
ヽ
更

増
中
危
殆
ｐ
（中
略
）
夫
善
悪
両
忘
、
刑
名
雙
遣
、
故
能
順
三

中
之
道
ヽ

虎
二
真
常
之
徳
ヽ
虚
夷
任
レ
物
、
興
レ
世
推
遷
。
養
生
之
妙
、
在
二
乎
弦

一

実
。

成
玄
英
は
、
人
間
の

「
俗
智
俗
学
」
を
、
物
事
に
善
悪
の
区
別
を

つ
け
、

正
し
い
認
識
が
行
え
ず
、
心
を
疲
れ
さ
せ
る
根
本
原
因
と
し
て
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
善
悪
、
刑
名
を
忘
れ
れ
ば
、
ヨ

中
之
道
」
に
従

い
、
「
真
常
之

徳
」
を
身

に
つ
け
、
世

の
中

の
変
化
に
対
応

で
き
る
と
述

べ
て
、
荘
子
の

「
養
生
の
道
」
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「俗
智
俗
学
」
を
同
様
に
取
り

上
げ
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
荘
子
』
に
お
け

る

「真
」
を
述
べ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

第
二
十
八
段
に
お
い
て
、
兼
好
は
、
「
伝

へ
て
聞
き
、
学
び
て
知
る
」
こ

と
を

「
智
」
と
同
様
に
否
定
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て

「
ま
こ
と
の
智
」
を
述
べ

て
い
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
学
ぶ
こ
と
を
人
間
の

「小

智
」
、
「
分
別
智
」
と
同
様
に

「
俗
智
俗
学
」
と
し
て
あ

つ
か
い
、
そ
れ
を
否

定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
荘
子
の

「
真
知
」
を
解
釈
す
る
成
玄
英

の
疏
と

も

っ
と
も

一
致
し
て
い
る
。
よ

っ
て

「
ま
こ
と
の
智
」
は
、
『
荘
子
』
本
文

よ
り
成
疏
を
踏
ま
え
た
上
で
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
『
徒
然
草
』
第
二
十
八
段
に
お
け
る
荘
子
受
容
に
つ
い

て
、
「
智
」
を
手
懸
り
と
し
て
、
成
玄
英
の
疏
に
着
目
し
て
考
察
し
て
き
た
。

兼
好
は
、
名
利
を
批
判
す
る
中
で
、
人
間
の

「
智
」
と
い
う
も
の
を
と
り
あ

げ
、
し
か
も
荘
子
の
重
要
な
思
想
を
援
用
し
て
否
定
す
る
の
は
、
人
生
の
無

常
に
対
す
る
認
識
に
お
い
て
、
荘
子
の
思
想
と

一
致
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
特
に
成
玄
英
の
疏
に
流
れ
る
仏
教
的
無
常
観
は
、
兼
好
に
と

っ
て

も

っ
と
も
共
鳴
し
や
す
い
も
の
だ
ろ
う
。
兼
好
は

「
権
智
」
、
「
有
限
の
智
」

と
い
っ
た
言
葉
は
使

っ
て
い
な
い
が
、
荘
子
の
思
想
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を
否

定
し
、
ま
た
、
伝
聞

。
学
に
よ

っ
て
知

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
の
智
で
は
な
い

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
成
玄
英
の
疏
に
依
拠
し
て
荘
子
を
理
解
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
本
稿

で
は

『
徒
然
草
』
第
二
十
八
段
に
お
け
る

「智
」
の
理
解
に
つ
い
て
、
主
に
こ
れ
ま
で
注
意
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
成
玄

英
の
疏
と
の
関
連
を
述
べ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
深
く
考
え
れ
ば
、
第
二
十
八

段
に
お
け
る

「
ま
こ
と
の
智
」
の
理
解
に
は
、
成
疏
の
ほ
か
、
宋
学
的
な
思

想
と
禅
学
的
な
思
想
と
の
結
び

つ
き
も
窺
え
る
。

『
程
氏
遺
書
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

固

出
於
人
之
性
、
人
之
為
智
。
或
入
於
巧
偽
。

若
夫
口
同
回

之
。
氣
無
清
濁
。
皆
可
至
日
圏
Ⅲ
Ш
旧
Ш
И
困
。

つ
ま
り
、
宋
学
に
お
い
て
、
「智
」
は
人
の
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、

人
間
が
智
を
使
う
時
、
巧
み
な
偽
り
に
入
り
込
む
こ
と
も
あ
る
が
、
学
ぶ
こ



と
に
よ

っ
て
、
璽
こ

に
至
り
、
「性
の
本
」
に
も
ど
る
と
述

べ
て
、
「学
而

知
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
禅
宗
は
、
不
立
文
字

を
唱
え
、
「
知
識
」
を
排
除
す
る
傾
向
が
強
い
。
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
宋
学

と
禅
学
と
の
結
び
に
つ
い
て
、
既
に
冨
倉
徳
次
郎
の
指
摘
が
あ
る
が
、
第
二

十
八
段
に
お
い
て
兼
好
が

「
ま
こ
と
の
智
」
を
述
べ
た
背
景
に
は
、
「荘
子
」

の
ほ
か
、
禅
学
と
宋
学
を
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
た
可
能
性
も
有
り
う
る
。
禅

宗
の

「座
禅
」
は
、
し
ば
し
ば
荘
子
の

「
坐
忘
」
と

一
緒
に
取
り
上
げ
ら
れ

（
‐３
）

て
い
る
が
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
成
玄
英
は
、
荘
子
の

「
坐
忘
」
を
仏

教
用
語
と
結
び

つ
け
、

こ
れ
に
よ

っ
て
荘
子

の

「
真
人
」
を
解
釈
す
る
の
で
、

『
徒
然
草
』

に
お
け
る
老
仏
融
合
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、

こ
れ
は
注
目

す

べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
課
題
と
し
て
今

後

に
譲
り
た
い
。

註（
１
）

除
光
社

『庄
子
苑
疇
心
解
』
（中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
　
一
一〇
〇
三
年

十
二
月
）

（２
）

『東
福
寺
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』
に
お
け
る

「荘
子
疏
十

巻
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
芳
賀
幸
四
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
八

一
年
十
月
）
王
廻
氏
も
こ
の
目
録
に
ふ
れ
、
そ
し
て

「荘
子
疏
」
に
つ
い
て

は
成
玄
英
の
疏
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想

の
受
容
』
株
式
会
社
国
書
刊
行
会
　
一
一〇
〇

一
年
二
月
）

（３
）

襲
鵬
程
氏
は
、
「成
玄
英
的
荘
子
疏
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

成
玄
英
的
探
索
之

一
、
是
吸
収
佛
学
。
（中
略
）
在

《荘
子
疏
》
中
、
他

更
是
広
乏
使
用

「
浄
／
智
」
「能
／
所

「聖
／
凡
」
「空
／
有
」
来
説
明
玄
理
、

也
認
為
玄
悟
者
応
該

「内
蘊
慈
悲
、
外
宏
接
物
、
故
能
俯
順
塵
俗
、
恵
救
蒼

生
」
（斉
物
論
疏
）
這
都
是
他
明
顕
受
到
佛
家
影
響
或
有
意
識
地
運
用
佛
家

義
理
解
釈
老
荘
之
処
。

（引
用
者
訳
　
成
玄
英
が
探
索
す
る
こ
と
の

一
つ
は
仏
学
の
吸
収
で
あ
る
。

（中
略
）
『荘
子
疏
』
の
中

で
、
彼
は

「浄
／
智
」
「能
／
所
」
「
聖
／
凡
」

「空
／
有
」
を
よ
り
多
く
使

っ
て
玄

の
理
を
説
明
し
、
玄
の
悟
者
と
し
て

「内
に
慈
悲
を
蘊
蓄
し
、
外
に
は
広
く
物
に
接
し
、
故
に
塵
俗
に
俯
順
し
て
、

蒼
生
を
恵
救
す
べ
き
だ
」
（斉
物
論
疏
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
彼

が
仏
教
か
ら
影
響
を
受
け
、
或
い
は
意
識
的
に
仏
教
の
教
理
に
よ
っ
て
老
荘

を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
証
で
あ
る
。
）
（『唐
代
思
潮
』
（上
）
佛
光
人
文
社
會

學
院
　
一
一〇
〇

一
年
六
月
）

（
４
）

小
林
智
昭

『
中
世
文
学
の
思
想
』
（至
文
堂
　
一
九
六
四
年
）

（
５
）

鈴
木
修
次

「中
国
文
学
と
日
本
文
学
１７
　
無
常
考

。
中
」
「
高
校
通
信
東

書
国
語
』
・
下
　
一
九
七
八
年
四
月
）

（
６
）

劉
楚
華

「成
玄
英
斉
物
論
疏
中
的
佛
家
語
」
に
お
い
て
、
「権
賞
二
智
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

天
台
宗
於
権
賞
二
智
之
判
尤
其
精
密
、
簡
而
言
之
、
賞
智

（真
智
）
通
於

真
諦
賞
相
、
権
智

（俗
智
）
通
於
俗
諦
分
別
相
、
即
今
所
謂
絶
対
真
理
興
相

対
知
識
之
別
。
（中
略
）
成
疏
斉
物
論
、
是
荘
学
史
上
援
用
佛
語
的
第

一
家
、

成
疏
所
引
用
佛
語
、
主
要
是
吸
撮
般
若
中
観
的
観
念

（如
空
仮
、
中
道
、
二

諦
）
和
四
句
雙
遣
的
方
法
。

（引
用
者
訳
　
天
台
宗
に
お
い
て
、
「権
賞
二
智
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は

も

っ
と
も
精
密
な
も
の
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
実
智

（真
智
）
は
真
諦
賞

相
に
通
じ
、
権
智

（俗
智
）
は
俗
諦
分
別
相
に
通
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
い

わ
ゆ
る
絶
対
真
理
と
相
対
知
識
の
区
別
で
あ
る
。
（中
略
）
成
玄
英
の
斉
物

論
疏
は
、
荘
学
史
上
に
お
い
て
仏
語
を
援
用
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
成

疏
に
お
け
る
仏
語
の
引
用
は
主
と
し
て
般
若
の
中
観
論

（空
仮
、
中
道
、
二



諦
）
及
び
四
句
雙
遣
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
。）
（『第
二
届
国
際
唐
代
学

術
会
議
論
文
集
』
文
津
出
版
社
。　
一
九
九
二
年
）

（７
）

周
雅
清
氏
は
成
玄
英
の

「援
佛
入
道
的
修
養
論
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

由
於
成
玄
英
的
思
想
曾
受
到
佛
教
性
空
義
理
的
影
響
、
所
以
除
了
這
些
修

養
工
夫
之
外
、
在

《老
子
義
疏
》
興

《荘
子
疏
》
中
、
尚
且
都
融
入
了
佛
教

饉
知
無
常
、
空
幻
的
修
養
特
色
、
表
現
出
前
道
家
所
未
有
的
義
理
風
貌
。

（引
用
者
訳
　
成
玄
英
は
佛
教
の
空
の
思
想
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の

で
、
（中
略
）
『老
子
義
疏
』
と

『荘
子
疏
』
に
お
い
て
、
佛
教
の
無
常
、
空

幻
を
取
り
入
れ
、
嘗
て
道
家
に
な
か
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
）
（『成
玄

英
思
想
研
究
』

新
文
豊
出
版
公
司
　
一
一〇
〇
三
年
九
月
）

（８
）

吉
澤
貞
人

『徒
然
草
古
注
釈
集
成
』
（勉
誠
社
刊
　
一
九
九
六
年
二
月
）

（９
）

『荘
子
』
大
宗
師
篇
に
お
い
て
、
「坐
忘
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

し
堕
癬
蹂
膿
（
瓢
二袷
棚
Ｆ
雛
レ
形
去
レ
知
、
同
二
於
大
通
ヽ
柵
一稲
二
挫
忘
。

（枝
躍
詫
電
て
、
聡
明
を
瓢
け
形
を
離
れ
知
を
去
り
て
、
大
通
に
同
す
。

此
を
坐
忘
と
謂
ふ
。
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
成
玄
英
の
疏
に
は

栞
、
毀
廃
也
。
瓢
、
退
除
也
。
雖
下
聡
属
二於
耳
ヽ
明
関
中
於
目
い
而
聡

明
之
用
、
本
二乎
心
霊
“
既
悟
■

身
非
レ有
、
萬
境
皆
空
ヽ
故
能
毀
二廃

四
肢
百
證
ヽ
屏
二
則
聡
明
心
智
・者
也
。
大
通
、
猶
二
大
道
・也
。
道
能

通
二生
萬
物
ヽ
故
謂
レ道
為
レ大
通
也
。
外
則
離
二析
於
形
催

　ヽ
一
一
虚
仮
、

此
解
レ
「栞
二
肢
護
こ

也
。
内
則
除
二
去
心
識
ヽ
悦
然
無
レ
知
、
此
解
レ

「瓢
二聡
明
こ

也
。
既
而
枯
木
死
灰
、
冥
二同
大
道
ヽ
如
レ此
之
益
、
謂
ニ

之
坐
忘
一也
。

と
あ
る
。
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
成
玄
英
は
、
仏
教
の
空
の
思
想
と
結

び
つ
け
て

「聡
明
心
智
」
を
除
く
と
解
釈
し
て
い
る
。

（１０
）

田
村
憲
治

「ま
こ
と
の
道
―
儒

・
仏

・
老
荘
」
に
お
い
て
、
『徒
然
草
』

第
三
十
八
段
の

「
ま
こ
と
の
人
」
に
つ
い
て

「賢
愚
得
失
の
境
」
に
お
ら
ぬ
、

そ
れ
ら
を
超
越
し
た
こ
と
こ
ろ
に
い
る
人
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
し
て

「無
為

自
然
の
道
を
体
現
し
た

「真
人
」
と
い
う
老
荘
思
想
か
ら
出
た
考
え
が
、
兼

好
の

「
ま
こ
と
の
人
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
可

・
不
可
を
越
え
た

「ま
こ
と
の
智
」
も
、
当
然
な
が
ら
老
荘
的
な

「真
知
」
を
踏
ま
え
た
も
の

と
言

っ
て
よ
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
国
文
学
』

一
九
八
九
年
三
月

号
）

（Ｈ
）

『朱
子
の
先
駆
』
（上
）
（朱
子
学
大
系
第
二
巻
　
明
徳
出
版
社
　
一
九
七

八
年
四
月
）

（‐２
）

雷国倉
徳
次
郎

『類
纂
評
釈
徒
然
草
』
（東
京
　
開
文
社
　
一
九
五
六
年
五

月
）

（‐３
）

荘
子
の

「坐
忘
」
と
禅
宗
の

「座
禅
」
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
森
三
樹
三
郎
氏
は
、
司
馬
承
禎
の

『坐
忘
論
』
に
言
及
し
て
、
「坐
忘

と
い
う
語
は

『荘
子
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
禅
宗
の
座
禅
に

通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
承
禎
は
こ
れ
を
道
教
の
重
要
な
修
行

法
と
し
て
採
用
し
た
わ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
白
楽
天

の
睡
起
晏
坐
詩
に
行
禅
と
坐
忘
と
は
、
同
帰
に
し
て
異
路
な
し
」
と
あ
る
の

を
あ
げ
て

「
こ
の

『坐
忘
論
』
が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
只
『老
荘
と
仏
教
』

講
談
社
学
術
文
庫
　
一
一〇
〇
三

年
九
月
）

※
　
『徒
然
草
』
本
文
の
引
用
は
、
安
良
岡
康
作
著

『徒
然
草
全
注
釈
』
（角
川
書

店
）
に
よ
っ
た
。
『荘
子
』
本
文
の
引
用
は
全
釈
漢
文
大
系

『荘
子
』
（集
英

社
）
に
よ
り
、
訓
読
文
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。
郭
象
註

・
成
玄
英
疏
は
長
澤
規

矩
也
編
、
和
刻
本

『諸
子
大
成
』
（古
典
研
究
会
）
に
よ
り
、
『南
華
真
経
註

疏
』
（中
華
書
局
）
を
参
照
し
た
が
、
訓
読
文
に
つ
い
て
私
に
訂
正
を
し
た

箇
所
が
あ
る
。

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


